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令和3年度後期技能検定の実施状況

令和3年度後期技能検定の合格発表が令和4年3月11日（金）に行われました。受検申請者は、1,071名で
昨年度後期の1,049名に比べ22名増加しました。 （）内は令和2年度後期技能検定 単位 人・％

受 検
申請者

学 科 実 技 技 能
検 定
合格者

合格率
申請者 合格者 申請者 合格者

特 級 44(40) 42(40) 23(9) 20(19) 11(8) 24(7) 54.5（17.5)

１ 級 228(250) 158(178) 118(123) 211(235) 113(122) 113(119) 49.6(47.6)

単一等級 2(0) 1(0） 1(0） 2(0） 1(0） 1(0） 50.0(0.0）

2 級 314(325) 240(229) 171(182) 301(289) 169(167) 152(163) 48.4(50.2)

3 級 483(434) 472(424) 412(373) 464(407) 382(361) 358(347) 74.1(80.0)

合 計 1,071(1,049) 913(871) 725(687) 998(950) 676(658) 648(636) 60.5(60.6)

【開催告知】
令和4年度岩手県技能士会理事会・総会

令和4年度岩手県技能士大会
令和4年6月20日（月）盛岡市アイーナ

令和4年度の岩手県技能士会理事会・通常総会と
岩手県技能士大会を、令和4年6月20日（月）いわ
て県民情報交流センター（アイーナ）7階で開催し
ます。
理事会・通常総会は、20日11時から702会議室で、

令和3年度の事業報告・決算、令和4年度の事業計
画・予算などを議題とします。
技能士大会は、20日13時30分から小田島組☆ほ

～るで、岩手県技能士会会長表彰と講演を行いま
す。

講演は、「東日本機電開発株式会社の取組」
（仮題）で、講師は東日本機電開発株式会社代表
取締役水戸谷剛氏です。
会員の皆様の御参加をお願いします。

≪東日本機電開発株式会社（盛岡市手代森）の御紹介≫
〇社員数51名。1級電気製図技能士 2名、2級電気製図技能士 4名、
1級電気機器組立技能士 5名、2級電気機器組立技能士 7名のほか、
資格取得に積極的な技能士との関連が深い企業です。
〇上下水道などの受配電・制御・監視システムの開発・設計・製造
が主な事業で、環境事業として有機肥料の販売やいちご閉鎖型高設
システムの施工など農業分野にも進出しています。
また、ＩＬＣ関連の超伝導加速空洞の電解研磨に関する技術開発

や革新的な蓄熱材を活用し未利用の熱エネルギーを地域内で循環利
用する事業開発など新たな事業に積極的に取り組んでいる地元企業
です。
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投稿等のお願い

皆様に投稿をお願いします。
内容は、情報提供・御意見・写真
など、また会員個人の趣味に関す
ることでも構いません。
投稿先は当会報の発行元です。

入会のお勧め

未入会の技能士の
皆様、ぜひ地区技能
士会や職能別技能士
会へご入会をお願い
します。仲間が歓迎
いたします。

令和4年度前期技能検定の実施

１ 受付期間 令和4年4月4日(月）から
4月15日（金）まで

２ 試験期間 令和4年6月7日（火）から
令和4年9月11日（日）まで

３ 合格発表 3級 令和4年8月26日（金）
1級・2級・単一等級 令和4年9月30日（金）

４ 実施職種
⑴ 1級及び2級（26職種39作業）

造園、金属熱処理、機械加工、放電加工、
鉄工、建築板金、めっき、仕上げ、ダイカス
ト、電子機器組立て、電気機器組立て、建設
機械整備、婦人子供服製造、家具製作、プラ
スチック成形、とび、左官、タイル張り、畳
製作、防水施工、内装仕上げ施工、熱絶縁施
工、サッシ施工、表装、塗装、フラワー装飾

⑵ 単一等級（1職種2作業）
路面標示施工

⑶ 3級（6職種9作業）
造園、機械加工、めっき、機械検査、電子

機器組立て、フラワー装飾

≪技能検定問合せ先≫岩手県職業能力開発協会
（019-613-4620）又は県内各地区職業訓練協会

厚生労働省では、令和4年4月、人材開発
支援助成金に建設キャリアアップシステム
等普及促進コースを新たに設けます。
この助成制度は、①建設事業主団体が会

員に建設キャリアアップシステムの事業者
や技能者の登録料を補助した場合や、②建
設事業主団体が会員を対象に事業者等の登
録の申請手続等を支援するため行政書士へ
委託した場合、③建設事業主団体が会員に
カードリーダー等の購入費用の補助した場
合などに、都道府県を単位とした団体には
２千万円を上限に、地域を単位とした団体
には１千万円を上限に助成されるものです。
補助率は中小企業の建設事業主団体では
2/3でそれ以外は1/2です。
この建設事業主団体の要件は、支給要領

に定められています。専門工事業の団体の
ほか職業訓練法人も該当することがありま
す。
なお、この事業を実施するためには、建

設事業主団体に事業推進委員会や事業推進
員を設置する必要があります。

事務局職員の異動

岩手県技能士会事務局（岩手県職業
能力開発協会事務局）では、令和4年3
月31日付けで2名の職員が退職し、4月1
日付で1名を採用しました。
退職 阿部純子主事 畠山莉瑛子主事
採用 三上将吾主事

建設キャリアアップシステム関係
補助金の新設

mailto:iwate@noukai.com

